
第１９回経営推進会議報告 
日 時 １月５日 ９時３０分～１０時２０分 
場 所 ４－１会議室 
出席者 １７人 

 
１ 年末年始期間中の業務状況等について 
企画財政局長から報告 

・年末、予算編成事務で財政担当の職員が出勤した。 

総務局長から報告 

   ・１２月２９日から１月３日の６日間で戸籍等の届出は１５４件、電話受付は１２９件で例年と

同程度であった。 

協働推進局長から報告 

  ・火災等もなく、年末年始の出勤はなかった。 

環境市民局長から報告 

・ゴミ収集を３０日まで行っており、業務課の職員が出勤した。クリーンセンターでは３０日

までゴミ搬入の対応に職員が出勤した。ごみ減量推進課は、施設管理及び車両整備の担当職

員が３０日まで出勤した。 

・環境整備事業公社はゴミ収集業務で３０日まで出勤し、斎場の業務については３１日と１日

のみ休日で他は出勤した。大庄ポンプ場維持管理業務では全日通常どおり出勤している。  

医務監から報告 

・食品検査場では、１２月２９、３０日にそれぞれ午前４時半から午後１時１５分まで魚介類の

検査で、食品衛生監視委員の職員２名が立ち合った。 

・斎場では、１２月２９日、３０日、１月２日、３日の４日間で大人５９件の火葬があった。 

・休日夜間診療所では、１２月２９日から１月３日まで毎日朝９時から翌朝の６時までの２１時

間、３交代で勤務した。合計で内科が１,０６８件、小児科が１,０３８件、耳鼻咽喉科が７４

３件、眼科が３９２件で、総数は３,２４１件であった。日ごとで見ると、１２月２９日の３０

５人から３１日の６６１人まで、例年とほぼ同数であった。ドクターは、内科と小児科で３人

体制、耳鼻咽喉科で２人から３人体制、眼科で１人体制、ナースはそれぞれ４人、２人から３

人、２人体制で勤務した。さらに、今年はインフルエンザの簡易検査が多いことからナースを

１人追加し、年末年始については薬剤師２人を追加した。今年から携帯電話で順番が分かるシ

ステムを導入した効果で待ち時間が２時間を越えることはなかった。後送病院への転送は４４

件であった。 

・口腔衛生センターは１２月２９日から１月４日まで午後１時から５時までの４時間診察を行い、

計２１１件の受診があった。件数は例年と変わらなかった。後送病院への転送は０件であった。 

・１月３日に県立尼崎病院で亡くなられた伊丹市在住の５０歳代の女性が、新型インフルエンザ

感染であったことを確認した。 

 

 



健康福祉局長から報告

・福祉事務所では年末年始に警備室から６件の通報があった。うち４件が生活保護受給者の死亡

による、親族の方等からの葬祭の相談であり、１２月３１日と１月３日に職員が出勤した。 

・今年度から初めて年末年始に生活相談を実施した。阪神間では西宮市役所に相談所が設けられ、

それに対応するために１２月２９日、３０日に４名ずつが尼崎市の福祉事務所につめていた。

尼崎市にかかる相談が２件あったが、福祉事務所で対応することはなかった。県下全体の相談

件数は集計中である。 

こども青少年局長から報告 

  ・年末年始の出勤はなかった。 

産業経済局長から報告

・２９日と３０日に中小企業センターで特別相談窓口を開設し、事業者からの金融相談が２件

あった。 

・地方卸売市場は年末は３０日まで開場していた。年始は 1 月５日の午前５時２０分から初市

を行った。 

・公営事業所は１２月３０日まで「ありがとう競走」を開催し、６日間の売り上げは１３億５

２００万円であった。２０年度と比較すると１２．４％減になっている。年始は１月６日か

ら初レースを行い、１月１３日からはＧＩレースちかまつ賞を開催する。ボートピア新開地

は１月１日のみ休館で他は開館した。 

都市整備局長から報告 

・下水道室の施設課と北部浄化センターは、通常管理業務で１日３０人から３２人、６日間で

計１８３人が出勤した。 

・交通安全課は自転車駐輪場の１月分の定期販売業務のため、１２月２９日、３０日に各６人

ずつ計１２人が出勤した。 

  ・戸ノ内開発事業所は、用地交渉で１人、道路維持担当は、街路灯の修繕に１人が出勤した。 

消防局長から報告

・年末年始の火災はゼロ件であり、私が知っている限りでは、初めてである。  

  ・救急の出動件数は、６日間で３９２件あり、1日平均６５件であった。年間平均では、１日６

０件前後である。 

水道事業管理者から報告

・漏水修繕には４人から５人体制で出勤し、１日平均３件の修繕があった。  

・園田配水場は、昼間が３人から４人、夜間が２人で２４時間体制で勤務をしている。 

・神崎浄水場は、水質検査業務で２日間出勤している。 

自動車運送事業管理者から報告

  ・昨年度から日祝ダイヤに変更し運行している。体制を整えて事故等もなく運行できた。 

議会事務局長から報告

  ・年末年始の出勤はなかった。 

教育長から報告

・年末年始の出勤はなかった。 

 



２ 大庄中部≪未来につなぐ≫まちづくり市民委員会からの報告について 
企画財政局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・今後の予定としては、行政内部で具体的な計画をつくるという理解で良いのか。 

  →そうである。 

  ・跡地は、行政が持ったまま活用するのか、売却するのか。それもまだ決まってはいないのか。 

  →まだであるが、市民委員会で声が大きかった高齢者福祉施設に先行して活用していきたい。

その他はこれから予算査定を通じて調整していきたいと考えている。 

  ・これから行政の計画づくりが始まるので、意見交換しながら進めたい。協力をよろしくお願

いしたい。 

 

３ 尼崎市企業立地促進条例の見直しについて 
産業経済局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

  ・市民意見公募手続は実施しないのか。 

  →今回、新たな施策ではなく、既存制度の継続実施に伴い一部内容を見直すもので、実施要綱

で定める「事業活動に直接かつ重大な影響を与える条例の改正」にあたらないものと判断し

た。 

  ・投資計画期間を３年間に設定しているのはなぜか。 

  →長期的・段階的に事業計画を立てている事業所が、景気低迷の影響などにより、事業計画を

先延ばし変更する例も見られ、認定事業の内容を明確にするために期間を設けた。 

   

４ その他 
協働推進局長から定額給付金及び子育て応援特別手当の申請・給付状況について、資料に基づ

き次のとおり報告。 

・定額給付金の給付件数は２１９,５９４件で、受付件数に対する割合は１００％であり、その

うち現金給付件数は９３６件である。子育て応援特別手当の給付件数は５,６１５件で、受付

件数に対する割合は１００％である。定額給付金及び子育て応援特別手当に関する電話の問

い合わせ件数は３６,９７５件であった。 

以 上 


